
令和 8年 10 月 15 日 

北陸鉄道株式会社 

 

インターランプウェイにおける貸切バス後退事案の発生について 

 

 このたび、当社グループ会社である北鉄白山バス株式会社（所在地：石川県白山市安養

寺町ニ 30番地 代表者 田口成樹）において、高速道路インターランプウェイ上で貸切バ

スが後退する事案が発生いたしました。 

 ご利用のお客様ならびに関係者の皆様には、多大なるご迷惑をおかけしましたことを深

くお詫び申し上げます。 

 

1 概要 

   貸切バスが上高地から白馬へ向けて運行中、松本インターチェンジにおいて長野自

動車道の料金所ゲート通過直後のインターランプウェイ内で、本来進行すべき長野方

面とは反対方向である東京・名古屋方面に誤って進入し、一旦車両を停止しました。

その後、約 50メートルにわたり後退したものです。 

 ※インターランプウェイとは、高速道路の料金所と本線を結ぶ連絡道路です。 

 

・発生日時 令和 8年 10 月 7 日（水） 午前 9時 30 分ごろ 

  ・発生場所 長野自動車道 松本インターチェンジ                  

東京・名古屋方面のインターランプウェイ上（住所：長野県松本市島立

地内） 

  ・当該業務 貸切バス（中学校の修学旅行） 

  ・乗車人員 31 人 

 

 なお、お客様のけがおよび他の車両との接触事故は発生しておりません。 

  

2 発覚の状況 

   10 月 13 日（火）、当社への問い合わせのメールにより、本事案が判明いたしまし

た。 

 

3 後退の原因 

   わずかな距離であったことから、後退しても問題ないと認識していたため。 

    

4 関係機関への報告等 

    長野県高速道路交通警察隊および北陸信越運輸局石川運輸支局へ 10月 14 日（水）

に報告いたしました。 

    

5 再発防止策 

    本件を重く受け止め、当社グループのバス事業に携わる全従業員に対して事案の共

有を行います。法令順守および安全最優先とともに旅程の事前確認を徹底いたしま

す。 

 

                                    以上 

 


